
エシカル農業・消費に関する国内の現状

①1人あたりのオーガニック農産物消費額 (2016)
②消費者のオーガニック農産物の購入の
意向 (2015)

③オーガニック農産物などを購入したいと思わ
ない理由(2015)

④生産者が有機栽培または特別栽培等を実践
している理由 (2015)

 日本の有機食品売上は、他の先進国と
比べて後れを取っている。（グラフ①）

 オーガニック農産物を購入している・購入
したいと思う消費者は全体の8割以上で
あり、消費者のオーガニック農産物に対す
る高い関心がうかがえる。（グラフ②）

 一方の生産者側も「消費者の信頼感を
高めたい」「よりよい農産物を提供した
い」という意見が多い。（グラフ④）

持続可能な生産と消費 (Sustainable Consumption & Production : SCP ) を目指して
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安全な栽培にこだわった農
作物を消費者にわかりやす
く確実にアピールしたい！

安心・安全な野菜や果物を
簡単に、かつ信頼して購入

できる機会がほしい！

～環境スコアの流れ～①生産者にアンケートに回答してもらう

（↑アンケート指標見本）
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③数値を基にサイトに表示

（↑農産物通販サイトページ例）

今後の展開
アンケート調査により、指標が理解し
やすいものなのか、またエシカル農家
と消費者を繋ぐために意義があるの
かを、農家の方々に実際に農業に携
わっている人の目線で回答してもらい、

指標の改善を図る。
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（↑商品詳細ページ例）

※全て農林水産省資料より著者作成：①「有機農業をめぐ
る我が国の現状について」(2019), ②・③・④「有機農業を
含む環境に配慮した農産物に関する意識・意向調査(2016)

農産物通販サイトに着目

 値段が高い➡サイトに出品されている数ある農産物の
中から値段を比較することが可能。

 「有機（オーガニック）」等の表示が本当かどうか疑
わしく思う➡認証を得た農産物を店舗よりも簡単に絞
り込んで探すことが可能。

 どこで買えるかよくわからない➡店舗に足を運ばなく
ても、自宅で購入することが可能。

 買いたいと思う品がない➡店舗販売よりも品ぞろえが
豊富である。

消費者がオーガニック農産物等を購入したいと思
わない理由（グラフ③参照）の解決策として効果

が期待できる！

ネット通販上で、農作物を環境の側面で評価できる
システムを考案し、消費者にわかりやすく伝える。

▼
生産者は指標を参考に栽培することができ、
購入者は栽培のプロセスを知ることができる。

オーガニック農作物をより手軽に購入できるように
し、日本のエシカル消費を促進する。
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